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第第
９９
回回
全全
国国
市市
議議
会会
議議
長長
会会

研研
究究
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
をを
岡岡
山山
市市
でで
開開
催催

第
９
回
全
国
市
議
会
議
長
会
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
８
月
６
日
、

７
日
の
２
日
間
、
岡
山
県
岡
山
市

の
「
岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
」
で
開
催
さ
れ
た
（
２
面
か
ら

３
面
に
関
連
記
事
を
掲
載
）
。

１
日
目
の
開
会
式
で
は
、
佐
藤

祐
文
・
会
長
（
横
浜
市
議
会
議

長
）
の
挨
拶
に
続
き
、
則
武
宣
弘

・
岡
山
市
議
会
議
長
、
大
森
雅
夫

・
岡
山
市
長
が
挨
拶
し
た
。

そ
の
後
、
基
調
講
演
に
入
り
、

増
田
寛
也
・
野
村
総
合
研
究
所
顧

問
・
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院

客
員
教
授
が
、
「
人
口
減
少
時
代

と
地
方
議
会
の
あ
り
方
」
と
題

し
、
講
演
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
「
分
権
改
革
２０
年
と
地
方
議

会
の
あ
り
方
」
と
題
し
、
牛
山
久

仁
彦
・
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部

教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、
パ
ネ
リ
ス
ト
５
名
と
と
も
に

議
論
を
深
め
た
。

次
期
開
催
地
挨
拶
で
は
、
佐
藤

一
好
・
福
島
市
議
会
議
長
か
ら
挨

拶
が
あ
っ
た
。
次
期
開
催
は
、
来

年
１１
月
１８
日
、
１９
日
を
予
定
し
て

い
る
。

２
日
目
の
課
題
討
議
で
は
、

「
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
横
道
清
孝
・
政
策
研
究
大

学
院
大
学
副
学
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
務
め
、
報
告
者
３
名
と

と
も
に
議
論
を
深
め
た
。

閉
会
式
で
は
、
則
武
議
長
か

ら
、
佐
藤
議
長
へ
開
催
旗
の
引
き

継
ぎ
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
、
広

瀬
和
範
・
副
会
長
（
徳
島
市
議
会

議
長
）
が
挨
拶
し
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
閉
会
し
た
。

な
お
、
１０
月
頃
、
全
市
に
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
議
録
を
送
付
す

る
予
定
。

災災
害害
救救
助助
法法
等等
をを
適適
用用

高
知
県
は
８
月
９
日
、
台
風
１１

号
に
よ
り
、
高
知
市
に
対
し
、
災
害

救
助
法
の
適
用
を
決
定
し
た
。

同
市
に
対
し
、
総
務
省
は
８
月

１９
日
、
９
月
定
例
交
付
額
の
３
割

に
当
た
る
２１
億
９
８
０
０
万
円
の

繰
上
げ
交
付
を
決
定
し
、
２０
日
に

現
金
交
付
し
た
。

８
月
１５
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
、

京
都
府
は
福
知
山
市
に
、
兵
庫
県

は
丹
波
市
に
対
し
、
８
月
１７
日
付

け
で
災
害
救
助
法
、
被
災
者
生
活

再
建
支
援
法
の
適
用
を
決
定
し
た
。

８
月
１９
日
か
ら
の
大
雨
に
よ

り
、
広
島
県
は
広
島
市
に
対
し
、

８
月
２０
日
付
け
で
災
害
救
助
法
、

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
適
用

を
決
定
し
た
。

佐
藤
祐
文
・
会
長
（
横

浜
市
議
会
議
長
）
は
８
月

５
日
、
香
川
県
直
島
町
役

場
を
訪
れ
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
会
長
の
�
清
二

・
直
島
町
議
会
議
長
を
表

敬
訪
問
し
た
。

当
日
、
佐
藤
会
長
は
�

町
村
議
長
会
会
長
な
ど
と

意
見
交
換
し
た
ほ
か
、
島

の
飛
躍
的
な
発
展
に
貢
献

し
て
い
る
「
三
菱
マ
テ
リ

ア
ル
（
株
）
直
島
製
錬
所
」

な
ど
を
視
察
し
た
。

直直
島島
町町（（
香香
川川
県県
香香
川川
郡郡
））

瀬
戸
内
海
上
に
浮
か
ぶ

直
島
を
中
心
と
し
た
２７
島

の
島
々
か
ら
な
る
。
人
口

は
３
１
７
４
人
（
２６
年
４

月
１
日
現
在
）
、
面
積
は
、

１４
・
２３
平
方
�
、
議
員
定

数
は
１０
名
。
町
長
は
�
中

満
氏
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）
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佐佐藤藤会会長長がが
直直島島町町をを表表敬敬訪訪問問

挨
拶
す
る
広
瀬
副
会
長

挨
拶
す
る
大
森
岡
山
市
長

�町村議長会会長（一番左）

挨
拶
す
る
佐
藤
会
長

挨
拶
す
る
則
武
岡
山
市
議
長

開
催
旗
を
受
け
取
る
佐
藤
福
島
市
議
長

（１） 平成２６年８月２５日 第１９１４号



パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
牛
山
久

仁
彦
・
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部

教
授
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
林
宜
嗣
・

関
西
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
、

穂
坂
邦
夫
・
元
志
木
市
長
、
土
山

希
美
枝
・
龍
谷
大
学
政
策
学
部
准

教
授
、
城
本
勝
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
副

委
員
長
、
則
武
宣
弘
・
岡
山
市
議

会
議
長
。
テ
ー
マ
は
「
分
権
改
革

２０
年
と
地
方
議
会
の
あ
り
方
」
。

は
じ
め
に
、
牛
山
氏
が
「
分
権

改
革
か
ら
２０
年
、
自
治
体
議
会
の

役
割
が
増
大
し
て
き
た
」
と
し
、

�
自
治
体
議
会
が
直
面
す
る
課
題

・
展
望
�
議
会
の
役
割
（
そ
の
最

も
重
要
な
も
の
）
�
議
会
は
変
わ

れ
る
の
か
―
の
３
つ
の
論
点
を
提

示
。
そ
れ
ぞ
れ
の
論
点
ご
と
に
各

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
意
見
を
聞
い
て

い
く
形
式
で
進
め
ら
れ
、
最
後
に

会
場
か
ら
の
質
問
を
受
け
、
各
パ

ネ
リ
ス
ト
が
回
答
し
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
終
え
た
。

パパ
ネネ
リリ
スス
トト
発発
言言
要要
旨旨

林
宜
嗣
氏

経
費
削
減
型
の
議
会
改
革
が
進

み
、
強
化
が
必
要
な
議
会
の
機
能

が
弱
体
化
し
、
さ
ら
な
る
定
数
削

減
や
経
費
縮
減
に
つ
な
が
る
と
い

う
「
負
の
連
鎖
」
が
懸
念
さ
れ
る
。

こ
れ
を
断
ち
切
る
こ
と
が
真
の
議

会
改
革
で
あ
る
。
議
会
の
役

【【
基基
調調
講講
演演
】】

人人
口口
減減
少少
時時
代代
とと
地地
方方
議議

会会
のの
ああ
りり
方方
（（
要要
旨旨
））

自
分
が
座
長
を
務
め
る
日
本
創

成
会
議
・
人
口
減
少
問
題
検
討
分

科
会
か
ら
、
５
月
に
市
区
町
村
別

の
将
来
人
口
推
計
を
公
表
し
た
。

推
計
で
は
、
２０
〜
３９
歳
の
女
性

人
口
が
５
割
以
下
に
減
少
す
る

「
消
滅
可
能
性
都
市
」
は
、
全
国
の

自
治
体
の
約
半
数
。
う
ち
人
口
１

万
人
未
満
の
５
２
３
市
区
町
村

は
、
さ
ら
に
消
滅
可
能
性
が
高
い
。

人
口
減
少
の
要
因
は
�
２０
〜
３９

歳
の
若
年
女
性
の
減
少
�
人
口
の

社
会
移
動
（
東
京
一
極
集
中
）
―

の
２
点
。

�
９５
％
の
子
ど
も
が
２０
〜
３９
歳

か
ら
生
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
層

か
ら
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代

が
外
れ
、
今
後
、
急
減
す
る
。
も

は
や
、
出
生
率
の
上
昇
で
は
人
口

は
増
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

�
東
京
へ
の
流
入
は
大
学
進
学

と
就
職
が
主
な
理
由
で
、
流
入
者

の
９
割
を
２９
歳
以
下
が
占
め
る
。

超
低
出
生
率
の
東
京
に
人
口
が
集

中
し
、
さ
ら
に
人
口
が
減
る
こ
と

と
な
る
。

悲
観
論
は
益
が
な
く
、
国
民
が

基
本
認
識
を
共
有
し
た
上
で
、
適

切
な
対
策
を
打
て
れ
ば
、
人
口
急

減
は
回
避
で
き
る
。

対
策
は
�
少
子
化
対
策
�
東
京

一
極
集
中
対
策
―
を
同
時
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
は
、
広
い
意
味
で
の
少
子
化

対
策
。
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
を

阻
害
す
る
、
収
入
の
不
安
定
さ
・

低
さ
、
晩
婚
・
晩
産
化
傾
向
な
ど

の
社
会
的
要
因
を
除
去
す
る
。
希

望
出
生
率
の
実
現
の
た
め
の
政
策

が
必
要
で
あ
る
。

�
で
は
、
若
者
の
働
く
場
や
学

ぶ
場
を
地
域
に
創
り
出
し
、
地
方

中
枢
拠
点
都
市
・
定
住
自
立
圏
構

想
な
ど
に
よ
り
、
暮
ら
し
の
場
を

整
備
す
る
。
地
域
に
人
口
減
少
を

食
い
止
め
る
、
い
わ
ゆ
る
ダ
ム
機

能
を
持
た
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。最

後
に
、
人
口
減
少
時
代
の
地

方
議
会
の
あ
り
方
で
あ
る
。

若
者
の
希
望
通
り
に
出
産
・
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
、
働
く
場
を

つ
く
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
、
圏

域
全
体
を
見
て
、
集
約
化
し
、
拠

点
形
成
を
す
る
。
住
民
へ
の
説
明

な
ど
を
含
め
、
議
会
人
が
一
端
を

担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
域
の
自
治
が
滅
び
よ
う
と
し

て
い
る
。
住
民
自
治
が
う
ま
く
機

能
し
な
い
と
き
、
議
会
が
ど
う
自

治
力
を
発
揮
す
る
か
。
ど
う
い
う

地
域
に
す
る
か
は
、
選
挙
で
選
ば

れ
た
議
員
が
、
真
っ
先
に
、
真
正

面
か
ら
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

次次
期期
開開
催催
地地
はは
福福
島島
市市

福
島
市
出
身
の
作
曲
家
で
あ
る

古
関
裕
而
の
作
曲
で
、
夏
の
高
校

野
球
の
大
会
歌
で
有
名
な
「
栄
冠

は
君
に
輝
く
」
の
曲
に
乗
せ
て
、

福
島
市
議
会
議
員
が
登
壇
。
そ
の

最
後
に
佐
藤
一
好
・
福
島
市
議
会

議
長
が
野
球
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿

で
登
場
し
、
次
期
開
催
地
挨
拶
を

述
べ
た
。

挨
拶
で
は
、
ま
ず
、
東
日
本
大

震
災
及
び
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
の
被
災
者
受
け

入
れ
に
つ
い
て
の
お
礼
を
述
べ
た

後
、
福
島
の
高
校
生
の
言
葉
を
紹

介
し
、
福
島
を
訪
れ
、
福
島
の
現

実
を
見
て
も
ら
い
た
い
と
し
、
福

島
の
「
悲
劇
を
奇
跡
」
に
変
え
る

と
宣
誓
。
最
後
に
、
次
期
開
催
に

お
け
る
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し

た
。

【
３
面
へ
続
く
】�

増田寛也・野村総合研究所顧問・
東京大学公共政策大学院客員教授

挨
拶
す
る
佐
藤
議
長

牛山久仁彦・
明治大学政治経済学部教授

林宜嗣・
関西学院大学経済学部教授

穂坂邦夫・
元志木市長

第１９１４号 平成２６年８月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



割
は
政
策
形
成
に
尽
き
る
。

議
会
は
、
変
わ
れ
る
と
い
う
よ
り

は
、
住
民
を
巻
き
込
む
形
で
、
住
民

と
と
も
に
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

穂
坂
邦
夫
氏

議
会
は
存
亡
の
危
機
、
最
大
の

危
機
に
面
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
は
地
域
経
営
の
時
代
で

あ
り
、
い
よ
い
よ
議
会
の
出
番
と

な
る
。
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
ら
れ
る

よ
う
、
議
会
の
機
能
を
し
っ
か
り

発
揮
す
る
こ
と
。
政
策
提
言
を
超

え
、
政
策
立
案
を
目
指
す
よ
う
な

政
策
議
会
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
議
会
は
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
こ
と
は
感
じ
る
が
、
ま
だ
変
わ

っ
て
は
い
な
い
。

土
山
希
美
枝
氏

議
会
は
ま
と
ま
れ
ば
強
い
。
ま

と
ま
ら
な
け
れ
ば
と
て
も
弱
い
。

議
員
の
集
合
と
し
て
の
存
在
か

ら
、
議
会
と
し
て
意
思
形
成
し
、

そ
れ
を
表
出
す
る
存
在
に
な
れ
る

か
が
課
題
。
ま
た
、
意
見
集
約
し
、

意
思
形
成
す
る
過
程
な
ど
を
可
視

化
し
、
議
会
と
し
て
「
キ
ャ
ラ
立

ち
」
を
す
る
こ
と
が
大
事
。
議
会

は
、
既
に
明
確
に
変
わ
っ
て
い
る
。

今
後
も
求
め
ら
れ
る
役
割
に
変
わ

っ
て
い
け
る
か
が
問
題
で
あ
る
。

城
本
勝
氏

議
会
の
一
番
の
問
題
は
、
住
民

か
ら
非
常
に
遠
い
存
在
で
あ
り
、

不
信
感
を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
。

議
会
活
動
な
ど
を
住
民
に
見
せ
る

こ
と
が
必
要
。
議
会
の
役
割
と
し

て
最
も
重
要
な
の
は
、
住
民
の
合

意
形
成
を
得
る
こ
と
。
こ
れ
に

は
、
プ
ロ
セ
ス
を
可
視
化
す
る
こ

と
が
必
要
。
変
え
ら
れ
る
か
と
い

う
よ
り
、
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
住
民
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
議
会
は
変
わ
ら
な
い
。

則
武
宣
弘
氏

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
オ
ー
ル
議
会

力
」
。
議
会
は
、
会
派
等
を
超
え

て
、
個
人
の
ス
タ
ン
ド
プ
レ
ー
を

抑
え
て
、
全
体
と
し
て
一
つ
に
ま

と
ま
っ
て
組
織
と
し
て
動
き
、
機

関
と
し
て
、
オ
ー
ル
議
会
力
を
発

揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
議
会

の
課
題
は
、
問
題
を
提
起
し
、
住

民
の
声
を
聞
き
、
決
め
て
い
く
こ

と
。
こ
れ
か
ら
は
首
長
や
住
民
が

一
体
と
な
っ
た
「
オ
ー
ル
地
域

力
」
が
必
要
と
な
る
。

【
２
面
か
ら
続
く
】

�

課課
題題
討討
議議

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
横
道
清

孝
・
政
策
研
究
大
学
院
大
学
副
学

長
。
報
告
者
は
、
海
老
原
功
一
・

流
山
市
議
会
議
長
、
川
上
文
浩
・

可
児
市
議
会
議
長
、
�
橋
健
二
・

大
津
市
議
会
前
議
長
。
テ
ー
マ
は

「
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
。

は
じ
め
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
横
道
氏
か
ら
�
議
会
運
営
の

あ
り
方
�
政
策
検
討
・
立
案
機
能

の
強
化
�
住
民
と
の
関
係
構
築
―

の
３
つ
の
論
点
を
提
示
。
次
に
、

報
告
者
が
、
各
々
の
市
議
会
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
、
事
前

に
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問

及
び
会
場
か
ら
の
質
問
に
回
答
し

た
後
、
課
題
討
議
を
終
え
た
。

報報
告告
要要
旨旨

海
老
原
功
一
氏

平
成
１３
年
７
月
に
設
置
し
た

「
地
方
分
権
検
討
協
議
会
」
を
議

会
改
革
の
出
発
点
と
し
、
２１
年
３

月
に
制
定
し
た
議
会
基
本
条
例
で

改
革
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
た
。
制

定
に
当
た
り
、
特
徴
的
な
取
り
組

み
は
、
前
文
か
ら
一
言
一
句
議
員

自
身
が
考
え
▽
報
告
会
な
ど
で
市

民
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た

▽
党
派
・
会
派
を
超
え
た
自
由
討

議
を
重
ね
た
▽
専
門
的
知
見
を
活

用
し
た
―
こ
と
で
あ
る
。

「
議
会
の
見
え
る
化
」
の
推
進

と
し
て
、
２１
年
１０
月
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

推
進
を
求
め
る
決
議
以
降
、
２２
年

４
月
に
は
、
議
会
活
性
化
推
進
特

別
委
員
会
の
Ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
中

継
を
全
国
に
先
駆
け
て
実
施
。
２２

年
９
月
の
定
例
会
に
お
い
て
、
全

国
初
と
な
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

よ
る
電
子
採
決
を
実
施
し
た
。

川
上
文
浩
氏

２３
年
２
月
、
市
議
会
の
現
状
を

調
査
す
る
た
め
、
市
民
を
対
象
に

議
会
改
革
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
。
結
果
、
議
会
へ
の

関
心
が
低
い
な
ど
厳
し
い
現
状
と

議
会
改
革
を
進
め
る
必
要
性
を
再

認
識
。
調
査
結
果
を
盛
り
込
ん
だ

提
言
を
作
成
し
た
。

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
可

児
高
校
が
２５
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
「
地
域
課
題
解
決
型
キ
ャ
リ

ア
教
育
」
へ
の
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
２６
年
２
月
１０
日
に
は
、

「
Ｉ
Ｐ
Ｅ
（
他
職
種
間
連
携
教

育
）
」
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
討
議
を

実
施
。
議
員
に
と
っ
て
貴
重
な
経

験
と
な
っ
た
ほ
か
、
若
い
世
代
に

議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
な

ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。

�
橋
健
二
氏

２６
年
２
月
、
議
会
例
規
の
抜
本

的
改
正
を
行
っ
た
。
会
議
規
則
を

条
例
化
し
、
そ
の
下
に
会
議
規
程

を
位
置
付
け
た
。
ま
た
、
こ
の
規

程
に
、
先
例
や
申
し
合
わ
せ
事
項

を
明
記
し
、「
議
会
の
見
え
る
化
」

を
推
進
し
た
。

２３
年
６
月
に
、
議
会
の
政
策
立

案
機
能
の
強
化
の
た
め
、「
政
策

検
討
会
議
」
を
設
置
。
ま
た
、
大

学
と
の
連
携
に
よ
る
政
策
提
案
を

行
っ
て
い
る
。
主
な
活
動
実
績

は
、
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
制
定

（
２３
年
度
）
、
い
じ
め
防
止
条
例

の
制
定
（
２４
年
度
）
、
地
方
議
会

初
と
な
る
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継

続
計
画
）
の
策
定
（
２５
年
度
）
。

い
じ
め
防
止
条
例
に
つ
い
て
は
、

１７
回
に
及
ぶ
会
議
を
行
い
、
単
な

る
理
念
条
例
で
は
な
く
、
実
効
性

あ
る
条
例
と
し
た
。

土山希美枝・
龍谷大学政策学部准教授

城本勝・
ＮＨＫ解説副委員長

則武宣弘・
岡山市議会議長

海老原功一・
流山市議会議長

横道清孝・
政策研究大学院大学副学長

川上文浩・
可児市議会議長

�橋健二・
大津市議会前議長

（３） 平成２６年８月２５日 第１９１４号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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本
日
、
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平

和
を
祈
念
す
る
日
」
に
当
た
り
、

全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
臨
み
、
さ

き
の
大
戦
に
お
い
て
、
か
け
が
え

の
な
い
命
を
失
っ
た
数
多
く
の
人

々
と
そ
の
遺
族
を
思
い
、
深
い
悲

し
み
を
新
た
に
い
た
し
ま
す
。

終
戦
以
来
既
に
６９
年
、
国
民
の

た
ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
り
、
今
日

の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
が
築
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
苦
難
に
満

ち
た
往
時
を
し
の
ぶ
と
き
、
感
慨

は
今
な
お
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
こ
に
歴
史
を
顧
み
、
戦
争
の

惨
禍
が
再
び
繰
り
返
さ
れ
な
い
こ

と
を
切
に
願
い
、
全
国
民
と
共

に
、
戦
陣
に
散
り
戦
禍
に
倒
れ
た

人
々
に
対
し
、
心
か
ら
追
悼
の
意

を
表
し
、
世
界
の
平
和
と
我
が
国

の
一
層
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

天天
皇皇
陛陛
下下
おお
ここ
とと
ばば

６９
回
目
の
終
戦
記
念
日
を
迎
え

た
８
月
１５
日
、
政
府
主
催
に
よ
る

全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
、
東
京
・

日
本
武
道
館
で
実
施
さ
れ
、
本
会

の
佐
藤
祐
文
・
会
長
（
横
浜
市
議

会
議
長
）
が
参
列
し
た
。

追
悼
式
で
は
、
天
皇
皇
后
両
陛

下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
遺
族
の
方

々
を
は
じ
め
、
内
閣
総
理
大
臣
、

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
最

高
裁
判
所
長
官
、
関
係
団
体
の
代

表
な
ど
が
参
列
。
戦
没
者
を
追
悼

し
、
平
和
を
祈
念
し
た
。

安
倍
総
理
の
式
辞
の
後
、
正
午

に
参
列
者
全
員
で
１
分
間
の
黙
と

う
を
さ
さ
げ
、
天
皇
陛
下
が
お
こ

と
ば
を
述
べ
ら
れ
た
。
続
い
て
、

衆
参
両
院
議
長
、
最
高
裁
長
官
、

遺
族
代
表
が
追
悼
の
辞
を
述
べ
、

参
列
者
に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ

た
。政

府
は
、
半
旗
の
掲
揚
及
び
黙

と
う
の
励
行
に
つ
い
て
、
地
方
公

共
団
体
等
に
協
力
を
依
頼
し
た
。

追
悼
式
は
、
先
の
大
戦
の
全
戦

没
者
に
対
し
、
国
を
挙
げ
て
追
悼

の
誠
を
さ
さ
げ
る
た
め
、
昭
和
５７

年
４
月
１３
日
に
閣
議
決
定
し
た

「
『
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈

念
す
る
日
』
に
つ
い
て
」
に
基
づ

き
、
政
府
主
催
で
毎
年
８
月
１５
日

に
日
本
武
道
館
に
お
い
て
実
施
し

て
い
る
。

全全
国国
戦戦
没没
者者
追追
悼悼
式式
式式
辞辞

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を

仰
ぎ
、
戦
没
者
の
御
遺
族
、
各
界

代
表
、
多
数
の
御
列
席
を
得
て
、

全
国
戦
没
者
追
悼
式
を
、
こ
こ
に

挙
行
致
し
ま
す
。

祖
国
を
思
い
、
家
族
を
案
じ
つ

つ
、
戦
場
に
倒
れ
ら
れ
た
御
霊
、

戦
禍
に
遭
わ
れ
、
あ
る
い
は
戦

後
、
遠
い
異
郷
に
亡
く
な
ら
れ
た

御
霊
、
い
ま
そ
の
御
前
に
あ
っ

て
、
御
霊
安
か
れ
と
、
心
よ
り
、

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

戦
没
者
の
皆
様
の
、
貴
い
犠
牲

の
上
に
、
い
ま
、
私
た
ち
が
享
受

す
る
平
和
と
、
繁
栄
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
こ
と
を
、
片
時
た
り
と

も
忘
れ
ま
せ
ん
。

い
ま
だ
、
ふ
る
さ
と
へ
の
帰
還

を
果
た
さ
れ
て
い
な
い
ご
遺
骨
の

こ
と
も
、
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。

過
日
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に

て
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
命
を
落
と
さ

れ
、
海
原
に
散
っ
た
１２
万
を
超
え

る
方
々
を
想
い
、
手
を
合
わ
せ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

い
ま
は
、
来
し
方
を
想
い
、
し

ば
し
瞑
目
し
、
静
か
に
頭
を
垂
れ

た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
野
山
を
、
蝉
し
ぐ
れ
が

包
ん
で
い
ま
す
。
６９
年
前
も
そ
う

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
歳
月
が
い

か
に
流
れ
て
も
、
私
た
ち
に
は
、

変
え
て
は
な
ら
な
い
道
が
あ
り
ま

す
。今

日
は
、
そ
の
、
平
和
へ
の
誓

い
を
新
た
に
す
る
日
で
す
。

私
た
ち
は
、
歴
史
に
謙
虚
に
向

き
合
い
、
そ
の
教
訓
を
深
く
胸
に

刻
み
な
が
ら
、
今
を
生
き
る
世

代
、
そ
し
て
、
明
日
を
生
き
る
世

代
の
た
め
に
、
国
の
未
来
を
切
り

拓
い
て
ま
い
り
ま
す
。
世
界
の
恒

久
平
和
に
、
能
う
る
限
り
貢
献

し
、
万
人
が
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
世
の
中
の
実
現
に
、
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

終
わ
り
に
い
ま
一
度
、
戦
没
者

の
御
霊
に
永
久
の
安
ら
ぎ
と
、
ご

遺
族
の
皆
様
に
は
、
ご
多
幸
を
、

心
よ
り
お
祈
り
し
、
式
辞
と
致
し

ま
す
。

平
成
２６
年
８
月
１５
日

内
閣
総
理
大
臣
・
安
倍
晋
三

【
出
典
�
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
表
記
も
こ
れ
に
従
っ
た
）】

▼
議
長

▽
芦
屋

中
島
健
一
（
６
・
９
）

▽
富
士
吉
田

渡
辺
利
彦
（
６
・
２７
）

▽
都
留

杉
本
光
男
（
６
・
２７
）

▽
二
本
松

中
田
凉
介
（
７
・
１
）

▽
尼
崎

杉
山
公
克
（
７
・
８
）

▽
米
子

渡
辺
穣
爾
（
７
・
１４
）

▽
宮
津

松
浦
登
美
義
（
７
・
１８
）

▽
立
川

須
�
八
朗
（
７
・
２２
）

▽
加
古
川

相
良
大
悟
（
７
・
２８
）

▽
大
月

小
原
丈
司
（
７
・
２９
）

▼
副
議
長

▽
芦
屋

い
と
う
ま
い
（
６
・
９
）

▽
塩
竃

鎌
田
礼
二
（
６
・
２５
）

▽
奈
良

東
久
保
耕
也
（
６
・
２５
）

▽
富
士
吉
田

羽
田
幸
寿
（
６
・
２７
）

▽
都
留

清
水
絹
代
（
６
・
２７
）

▽
東
広
島

赤
木
達
男
（
６
・
２７
）

▽
二
本
松

本
多
勝
実
（
７
・
１
）

▽
中
津

古
江
信
一
（
７
・
７
）

▽
尼
崎

上
村
富
昭
（
７
・
８
）

▽
米
子

中
田
利
幸
（
７
・
１４
）

▽
宮
津

嶋
田
茂
雄
（
７
・
１８
）

▽
立
川

伊
藤
幸
秀
（
７
・
２２
）

▽
加
古
川

畑
広
次
郎
（
７
・
２８
）

▽
越
前

川
崎
悟
司
（
７
・
３０
）

▼
事
務
局
長

▽
坂
出

山
田
秀
男
（
４
・
１
）

全
国
戦
没
者
追
悼
式

本
会
の
佐
藤
会
長
も
参
列
し
黙
と
う
を
さ
さ
げ
る

議議
会会
人人
事事

終戦から６９年

献
花
を
さ
さ
げ
る
安
倍
総
理

【
出
典
�
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

式
辞
を
述
べ
る
安
倍
総
理

【
出
典
�
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
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